本装置がサポートしている内蔵タイプのオプションデバイスの増設方まやシステムが提供するを種機能の 
設定方法について説明します。 


内蔵ォプションの取リ付け卜 

巨1〇3の設定と磕認(^210ぺ 


200ページ） . 内蔵オプションの取り付け-取り外し方法を説明 

しています。 

-ジ） . 内蔵オプションの取りがけ-取り外しの後に八一 

ドウエアの構成情報を保存したり、磕認したりす 
る方法を説明しています。 
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内蔵オプションの取り付け 

本体に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。ここでは、本 
装置に取り付けられる内蔵オプションの取り付け手順のみ説明しています。 

M-O • オプションの取り付け/取りがしはユーザ個人でも行えまずび、この場台の本体および 
居^ 部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 

ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取りがしを依頼されることをお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ-取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





(S)0 

A\A\ 

表 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 


A 0 

A 爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようじしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


システムの拡張 
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取り付け/取 0 かしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 


1 . 1章を参照して、 Management Console 
か6シャットダウン処理をするか、本体 
の電源を OFF (POWER ランプ消灯）にす 

な0 


2 . 本体に接続しているすべてのケーブルお 
よび電源コードを取りかす。 


醫懇霞競撒を器端。を。。。。。。眉 


I 〇 〇 〇 〇日 ◎□© 〇 


POWER スイ、ソチ 


3. ネジ1本を外す。 
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ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取りかしは1人 
でちできますが、なるベ<複数をで行うことをお勧めします。 



A ミ主意 


A 60 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


3己〜36ページの「取りかし手順」を参照して本体をラックか6取り外し、じょうぶで平6な机の上 
に置く。 


I 装置を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてくださし、。 

2. ネジ1本をかす(前ぺージの手順3参照)。 

3. トップ カバーを 取り外す。 

くぼみの部分(こ指をかけてスライドさせてください（前ページの手順4参照)。 


トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフックが本体の 
フレームにある穴に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
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ラックへ収納する際は、本体側面に取り付け 


サポート 



フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取りがけます。取 
り付けた後はセ羊ュリティのためにち羊一で 
□ツクしてください。 


フレーム 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しをします。 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体内のマザーボード上の DIMM ソケットじ取り 
がけます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが3個あります。 

■: メモリは最大 768 MB まで増設できます。 

HETTI 

— "〇 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の塗装されていない金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの 
端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。 
静電気に関ずる説明は201ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれがあります。また、これ5の 
製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号のルさい順に増設します。 



化荷時には 、 DIMM #1に DIMM を搭 
載しています。 


システムの拡張 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


1. 202〜203ページを参照して準備をする。 

2. DIMM ソケット にある キース□ットと 
DIMM ボー ドの接続部じある溝が合うよ 
うに DIMM の向きを確認する。 


3. DIMM をソケット(こまっすぐ押し} A む。 

DIMM が DIMM ソケットに差し} A まれる 
とレバーが自動的に開じます。 

4. 手順1で取りかした部品を取りがける。 

己. SETUP を起動して 「 Main 」 メニューで増 
設した DIMM が BIOS か6認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認 
する。 

目. SETUP を起重力して、 「 Advanced 」一 
「Memory Reconfiguration 」 の順でメ 
ニューを選択し、増設した DIMM のス 
テータス表示が 「 Normal 」 (こなっているこ 
とを確認する213ページ参照)。 


溝 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと本装置は動作しません。 


1. 202〜203ページを参照して準備をする。 

2. 取り外す DIMM ボードを片手で軽<押さ 
えながら一方のレバーを広げる。 

広げた方の DIMM の端子部分がソケット 
か6かれます。 


3. 手を人れ替えて、もう一方のレバーを広 
げる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 

4. 手順1で取りかした部品を取り付ける。 

己. SETUP を起動して、 rAdvancedJ - 
「Memory Reconfiguration 」 の順でメ 
ニューを選択し、増設した DIMM のス 
テータス表示が 「 Normal 」 になっているこ 
とを確認するに13ページ参照)。 

「 Error 」 と表示されている場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

6 . 故障した DIMM をを換した場合は、 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Reconfiguration 」 で 、 「Clear Memory 
Errors 」 を選び、 < Enter > キーを押す。 

エラー情報をクリアするためです。詳し 
くは213ページをご覧ください。 
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PCI ボード 


本装置じは、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを1ス□、ソト用意しています。 


n-O PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の塗装されていない金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでくださ 
し、。静電気に関ずる説明は201ページで詳しく説明していまず。 


PCI ス□ット 



取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取り付けます。 


II 一 PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネクタ形 
品歹]状が合っていることを確認してください。 

I M-O 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみです。□ングタイプは取 
り付けることびできません。 

1. 202〜203ページを参照して準備をする。 


2 . ネジ1本を外してリテンションブラケッ 
卜と I / O パネルを取り外す。 


W-OI® 


取りタルた I / O パネルは、大切に保管し 
ておいて < ださい。 


リテンションブラケツ I 


I / O パネル 












3. 部品面を上(こ、接続端す部を PCI ス□、ソ 
卜に向けてボードを PCI ス□、ソトにしつ 
かりと確実に接続する。 

PCI ス □、ソ トのキーとボード端子部分の 
キース □、ソ トを合わせなが6接続してく 
ださい。 



ボード端子部分を触5ないようま意し 
てください。ミちれや手の油び付着する 
と誤動作の原因となります。 

4. リテンションブラケットを取り付ける。 

I チェック I 

リテンションブラケットのツメが取り 
付けた PCI ボードの I / O パネルを保持し 
ていることを確認してください。 

5. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

巨. 「 Advanced 」 メニューの 「 Advanced 」 
で 、 「Reset Configuration Data 」 を 
「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するため 
です。詳し<は212ぺージをご覧くださ 
い。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手 
順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してく 
ださい。また、取り外しの際に装置が動 
かないよう別の人に本体を押さえてもら 
いながら取り外しを行ってください。 

ボードを取り外したまま運用する場合 
は、本体に取りがけられていた I / O パネル 
を必ず取りがけて<ださい。取りがけた 
I / O パネルがリテンションブラケットでる隹 
実に固をされていることも磕認してくだ 
ぎい。 
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BIOS の設定と確認 

Basic Input Output System 旧 lOS ) からの八ードウエアの状態磕認や設定の変更方まじついて説明しま 
す。 


BIOS 設定の変更や磕認にはユーティリティ 「 SETUP 」 を使用します。このユーティリティは本装置内のフ 
ラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できま 
す。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとん 
どの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、次の場合に起動して設定を変更する必要があり 
ます。 


• メモリや PCI ボードを取り付けほたは取り外した)場合卜212ぺージ) 

• メモリを取りがけた（または取り外した)場合卜213ぺージ） 

• POWER スイ、ソチの機能を無効じする場合卜214ページ） 

I M-O ここで説明していない項目の設定を変更しないでください。 



管理コンピュータを本体前面にあるシリアルポート 2( COM 2) に接続し、本体の電源を ON にすると管理コ 
ンピュータの画面に POST ( Powe「On Self - Test ) の実行内容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 



うまく起動でをなかった場合は保守サービス会社まで連絡してくださし、。 
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キーと画面の説明 


丰ーボード上の次の丰一を使って SETUP を操作します（丰一の機能じついては、画面下にも表示されてい 
ます)。 

現在表示しているメニュ 


設定項目< 


ザ P Utility 
I System Hardware 


r いるメニューを示す 




Item Specific Help 

► Wake On Event 



f AC LINK: 

[Last State] 

[IRQl 田 

Thermal Sensor Menu. 

ESMIRQ: 


Error Log Initialization: 

[Enter] 

\ 

► Console Redirection 


\ 

f 


\ 


■/+ Ahange Values 

Esc Exit <--» Select Menu Enter S^ect ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


FI Help な Select Item 


F9 Setup Defaults 


サブメニューが 
あることを示す 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、 i ) 

カーソルキー（^、一） 

<— >丰一/<十> 丰一 

< Enter > キー 
< Esc > キー 
<F レキー 

< F 9> キー 
< F 10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security、System Hardware 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択し 
ます。 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのず定を行うときに押しまず。 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exi りメニューに進みます。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

設定したパラメータを保有して SETUP を終了します。 
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操作手順 


巨 IOS の設定変更や磕認が必要な項目の操作手順についてのみ記載します。その他の項目に 
関する説明は記載していません。化荷時の状態から変更しないでください。 

I n-O 本書で記載している手順 m がの操作や設定の変更をしないでください。本体び正しく動作し 
なくなるおそれびありまず。 


J \- ドウエアの構成情報をクリアする 

メモリや PCI ボードを取り付けまたは取り外し、八ードウエア構成を変更した場合は、ここ 
で示す手順で八ードウエアの構成情報をいったんクリアにして情報の更新をします。 

• 選択するメニュー 


「 Advanced 」 一 「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Item Specific Help 

^Thstalled OS: [PnP^] 

1 Reset Configuration Data: [No]1 

A Boot-time Diagnostic Screen: [Disal^!^] 

Select the operating 
system installed 
on the system which 
will be used most 
commonly. 

Note: An i ncorrect 
setting can cause some 
operation systems to 
display unexpected 
behavior. 

Xom ド iiocauppon: [uisabled] 

POST E rror Pause: [E nabled] 


FI Help 丫丄 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--> Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


• 操作方法 


[Reset Configuration Data 」 を選択(八イライト）してく Ente 「> 羊一を押します。表示さ 
れるメニューから 「 Yes 」 を選択して SETUP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参 
照してください）。再起動し、システム構成情報が更新されます。メニューは 「 No 」 に自 
動的に切り替わります。 
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メモリの状態を確認/変更する 

ここで示す手順で Dual In-line Memory Module ( DIMM ) の取りがけ状態の確認やエラー情 
報の消去をすることができます。 

♦ 選択するメニュー 

「 Advanced 」 一 「Memory Reconriguration 」 



• ステータスの確認方法 

roiMM #n S ね tus 」 の欄を参照してください （ rn 」 は DIMM のソケ、ソト番号を示します。 
前述の r 内蔵オプションの取り付け」の 「 DIMM 」 を参照してください）。 

Normal : 正常じ取りがけられている。 

None : 取りがけられていない用又り外されている）。 

Error ： 正しく取り付けられていない。 

磕認を終えたら、 SETUP を終了してください（この後の r 終了方法」を参照してくださ 
しん 

• エラー情報のクリア方法 

「Clear Memory Errors 」 を選択（八イライト）して < Ente 「> キーを押し、 SETUP を終了し 
てください（この後の r 終了方法」を参照してください）。再起動し、エラー情報がクリア 
されます。 
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DC スイッチ機能を無効にする 


本体前面じある POWER スイッチの機能を無効じすることにより、不用意なスイッチ操作に 
よる電源0 F F を防ぐことができます。 

• 選択するメニュー 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 



• 操作方法 


[Power Switch Mask 」 を選択(八イライト）してく Ente 「> 羊一を押します。表示されるメ 
ニューから 「 Masked 」 を選択して SETUP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参照 
して<ださい）。再起動し、システム構成情報が更新されます。 

「 Masked 」 に設定すると、 POWER スイッチを使って装置の電源を OFF の状態から ON に 
することはできますが、 ON の状態から OFF にすることはできなくなります。電源の OFF 
は Management Console から行ってください。 


















終了方法 


SETUP を終了させる方法について説明します。 

• 選択するメニュー 

「Exit」 



• 説明 

— Save Changes & Exit 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
じ、この項目を選択します。 Save Changes & Exit を選択すると、次の画面が表示 
されます。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ） 
内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 「No」 を選択する 
と Exit メニューに戻ります。 

— Exit Without Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保 
存しないで SETUP を終わらせることができます。 「Yes」 を選択すると変更した内容 
を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

— Get Default Value 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時にこの項目を選択します。 Get 
Default Value を選択すると、次の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 
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Load Previous Value 


CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選 
択します。 Load Previous Value を選択すると次の画面が表示されます。ここで、 
「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 「No」 を 
選ぶと Exit メニューに戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時 
に、この項目を選択します。 Save Changes を選択すると、次の画面が表示されま 
す。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保 
存します。 「No」 を選ぶと Exit メニューじ戻ります。 



